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首都大学東京は、小笠原に研究施設をもつ唯一の大学として、東京都立大学時代を含め40年に

わたる小笠原研究の歴史と成果の一部を、各分野の専門家が６回にわたり解説する講座「世界自

然遺産 小笠原を知る」を今年5月から11月（予定）にかけて開催します。 

昨年2011年6月にユネスコにより世界自然遺産に登録された小笠原諸島。大陸と一度も陸続き

になったことがなく、独自の進化を遂げた固有種が多数存在しており、今年2月には絶滅したとみ

られていた海鳥ミズナギドリの一種の存在が確認されたことでも大きな注目を集めています。 

一方で世界自然遺産の登録以降、観光客の増加による環境悪化も懸念されています。 

今回の講座は、約40年にわたり小笠原諸島を研究してきた首都大学東京が、「小笠原諸島のこ

とを知ってもらいたい」、「小笠原諸島の環境について真剣に考えてもらいたい」という思いから

首都大学東京オープンユニバーシティのPRIシリーズ（学術研究成果還元型講座）として、都民や

社会人の方を対象に企画しました。首都大学東京では、自然系の研究に加え、人文社会系の研究

も活発に行っており、これらの基礎研究は、小笠原の自然再生、外来種対策、エコツーリズム振

興などにも貢献しています。 

全6回の講座では、世界遺産登録までの道のりや、環境保全のために地元住民・行政機関・研究

者が連携して取り組んでいる外来種対策、小笠原に生息する固有種や進化の歴史などをテーマと

して紹介・解説します。本講座は、オープンユニバーシティ会員ではない方も、無料で参加いた

だけます。※事前申込が必要です。詳細は裏面のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約40年にわたる小笠原研究の歴史と成果から環境について考える 

「世界自然遺産 小笠原を知る」講座開催 
～首都大学東京オープンユニバーシティ 学術研究成果還元型講座～ 

首都大学東京オープンユニバーシティ 

都民や社会人の学習ニーズに応える生涯学習の拠点として、 

さらには地域社会の活性化を目指して、本学は大学の持つ学術 

研究の成果を広く社会に還元する「オープンユニバーシティ」を 

開設しています。 

 平成１７年度の開講より幅広い年齢層から多数の都民の方々に 

聴講いただき高い評価を得ています。 

講座内容は、東京都及び都の関係機関との連携講座など他大学 

では見られない魅力的な内容を備え、各分野の第一線で活躍する 

本学教員をはじめ、広く学外の専門家による特色ある講座を開講しています。 

 

【問い合わせ先】 

 首都大学東京 オープンユニバーシティ事務室 企画支援係 

          Tel：０３（３２８８）１４９２  

                             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１ 平成２４年５月２２日（火） １３：００～１５：００ 

「世界遺産小笠原の自然の価値とその保全」 

小笠原の自然のうち、何が普遍的な価値があるとして世界自然遺産に登録されたのかを、登録

までのみちのりとともに紹介します。海洋島である小笠原の自然を保全するための最大の課題は

外来種問題です。地元住民、行政機関、研究者が連携して取り組んでいる外来種対策の成果と問

題点について、スライドを使ってわかりやすく解説します。 

場  所：首都大学東京 飯田橋キャンパス（東京区政会館3階） 

   講 師：首都大学東京理工学研究科教授 可知 直毅（植物生態学、保全生態学、小笠原研究） 

定 員：50名 

受講料：無料 

２ 平成２４年６月２６日（火） １３：００～１５：００ 

「小笠原諸島の動物 ～分子系統地理学的研究からその進化をひも解く～」 

小笠原諸島は本土から遠くはなれた外洋の小さな島々です。そこにたどり着いた動物たちは、

どこから来て、どのような歴史をへて、今のような姿になったのでしょうか。DNA分子を用いた

系統解析による最近の研究（分子系統地理学）によって、小笠原諸島の動物の進化の歴史が明ら

かになってきました。小笠原に生息する鳥類、爬虫類、昆虫類について、その研究方法と研究成

果を具体的に紹介します。また、遺伝的特異性や遺伝的多様性といった観点から、小笠原固有の

動物の保全に関する注意点についても考えます。 

場  所：首都大学東京 飯田橋キャンパス（東京区政会館3階） 

講 師：首都大学東京理工学研究科准教授 林 文男（生態学、行動学、進化学） 

定 員：50名 

受講料：無料 

３･４回目講座 夏期実施予定   5月下旬パンフレットにて詳細ご案内 

５･６回目講座 秋期実施予定   8月下旬パンフレットにて詳細ご案内 

別 紙 

「飯田橋キャンパス」アクセス 

  東京都千代田区飯田橋３－５－１  東京区政会館３階 

  JR総武線 飯田橋駅（東口）下車  徒歩約３分  

  東京メトロ東西線 有楽町線 南北線/都営大江戸線 飯田橋駅下車 A2またはA５出口 

お申込み方法     

・受付開始日   [会員の方] 平成24年3月1日(木)9時～  [一般の方] 平成24年3月6日(火)9時～ 

・窓 口   南大沢キャンパス オープンユニバーシティ事務室（本部棟３階） 

               (受付時間 平日 9時～19時)  

・電 話   ０４２－６７７－２３６２ (受付時間 上記窓口と同様) 

・Ｆ Ａ Ｘ   ０４２－６７７－２３６４    

・ホームページ    https://www.ou.tmu.ac.jp 

 

             首都大学東京PRIシリーズ 学術研究成果還元型講座 

        世界自然遺産 小笠原を知る ～首都大学東京の小笠原研究から～ 

                   １、２回目講座のご案内 （全６回） 

特 別 

講 座 


